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ある時、 神さまは僕にこうおっしゃいました。


「あそこに見える星に行って、 『しあわせの種』を蒔いてくるんじゃ。」


こうして僕は、リュックに『しあわせの種』を一杯詰め込んで天国を出発しました。天国からその地球という星に辿り着く間に、ちょっとした試練があるかもしれません。でも僕はドキドキしながら地球に向かったのです。『しあわせの種』はとても小さくてそしてとても軽いので、背中のリュックも少しもじゃまになりません。遠くで青く美しく輝く小さな星に向かって、僕は順調なスタートを切りました。


[image: ]


やっともうすぐ地球に到着するというところで、真っ暗なトンネルが大きな口を開けて待ち構えていました。僕は少し怖くなって、その前で立ち止まりました。しかしどうしてもそこを通らなければ地球に辿り着くことができません。勇気を出して思い切って中に入ってみると、そこにはゴォゴォと水が流れていて、なかなか前に進むことができませんでした。僕は一生懸命に先へ先へと進んでいこうとしました。無我夢中で体中の力を振り絞って段々増えてくる水の中でもがき続けました。...が、その時突然、僕はその水に飲み込まれてしまい、気を失ってしまいました。
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気が付くと、とても静かなところにいました。もう、あの恐ろしい水もすっかり消えていました。どうやら僕はトンネルを抜け出すことに成功して、やっと地球という星に辿り着いた様です。直ぐに僕は天国から持って来た『しあわせの種』の入ったリュックのことが気になりました。大丈夫、リュックはちゃんとありました。安心してぼんやりと僕の周りを見回してみると、僕のそばには神さまから教えていただいていた「人間」がいて、僕のことをじっと見つめていました。すぐにそれが僕の「父さん」と「母さん」だということも分りました。神さまが、


「地球に到着したら、ずっとおまえのことを待っていた人間が迎えに来ておるぞ。それはおまえの「父さん」と「母さん」じゃ。」とおっしゃっていたからです。


二人は僕のことをずっと待っていてくれたはずなのに、とても心配そうな顔をしていました。長旅だったから僕はきっとひどく疲れ果てた顔をしていたのでしょう。僕は本当に疲れきっていました。しかも実は、あのトンネルの中で、僕は溺れてしまっていたのです。もう少しのところで、天国に引き返さなければなりませんでした。でも神さまは僕をとても頑丈につくってくださっていたので、どうにか地球に辿り着くことができたのでした。


「僕、本当に疲れたよ.....。」


声も出せず、動くこともできなかった僕は、再び深い眠りに落ちていきました。
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